
令和元年度第13回県政インターネットモニターアンケート（地域福祉課・森林計画課）
※表の中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

○地域福祉に関するアンケート

カテゴリー名 回答者数 ％ 問１（回答数１）　　ｎ＝605 人 ％ 問５（複数回答可）　　　ｎ＝605 人 ％ 問６－３（複数回答可）　　ｎ＝511 人 ％

男性 303 50.1% １　ひとり暮らし 41 6.8% １　町内会、自治会の活動（清掃活動、お祭りなど） 553 91.4% １　町内会、自治会 463 90.6%

女性 302 49.9% ２　夫婦のみ 183 30.2% ２　災害発生に備えた助け合いの訓練 370 61.2% ２　市民活動団体（ボランティア団体、NPO法人など） 55 10.8%

10代 5 0.8% ３　夫婦と子 253 41.8% ３　犯罪被害を未然に防ぐための活動 62 10.2% ３　地域のサークル 43 8.4%

20代 30 5.0% ４　ひとり親と子 32 5.3% ４　高齢者や子どもなどへの日常的な声かけや見守り活動 180 29.8% ４　市町や県、国 35 6.8%

30代 84 13.9% ５　親と子と孫 31 5.1% ５　高齢者や子育てサロン、子ども食堂などの活動 124 20.5% ５　社会福祉協議会 27 5.3%

40代 130 21.5% ６　その他（具体的に） 65 10.7% ６　商店街や地域のお店 5 1.0%

50代 147 24.3% ７　個人的に実施 19 3.7%

60代 110 18.2% 問２（複数回答可）　　ｎ＝605 人 ％ ７　高齢者世帯や・障害者世帯への友愛訪問や慰問活動 33 5.5% ８　分からない 13 2.5%

70代 83 13.7% １　知人、友人 398 65.8% ８　子育てサークル、子どもの学習支援などの活動 81 13.4% ９　その他（具体的に） 14 2.7%

80代 16 2.6% ２　近所の人 134 22.1% ９　子ども会やPTAなど児童、青少年に関する活動 257 42.5%

90代 0 0.0% ３　職場の同僚、上司 112 18.5% 問７（複数回答可）　　　ｎ＝605 人 ％

東部 188 31.1% ４　町内の役員 28 4.6% １　町内会、自治会の活動（清掃活動、お祭りなど） 242 40.0%

中部 222 36.7% ５　民生委員・児童委員 26 4.3% 11　その他（具体的に） 6 1.0% ２　災害発生に備えた助け合いの訓練 318 52.6%

西部 194 32.1% ６　かかりつけ医 93 15.4% 12　ない、分からない 32 5.3% ３　犯罪被害を未然に防ぐための活動 188 31.1%

県外 1 0.2% ７　市・町行政 110 18.2% ４　高齢者や子どもなどへの日常的な声かけや見守り活動 211 34.9%

自営業 35 5.8% ８　地域包括支援センター 39 6.4% 問５-２（回答数１）　ｎ＝573 人 ％ ５　高齢者や子育てサロン、子ども食堂などの活動 109 18.0%

会社員 226 37.4% ９　社会福祉協議会 21 3.5% １　盛んである 19 3.3%

公務員 18 3.0% 10　その他（具体的に） 34 5.6% ２　どちらかといえば盛んである 231 40.3%

主婦・主夫 153 25.3% 11　相談しない 66 10.9% ３　どちらかといえば盛んではない 161 28.1% ７　高齢者世帯や・障害者世帯への友愛訪問や慰問活動 91 15.0%

学生 16 2.6% 12　どこに相談していいか分からない 26 4.3% ４　盛んではない 71 12.4% ８　子育てサークル、子どもの学習支援などの活動 101 16.7%

無職 115 19.0% ５　分からない 91 15.9% ９　子ども会やPTAなど児童、青少年に関する活動 82 13.6%

その他 42 6.9% 問３（複数回答可）　　　ｎ＝605 人 ％

１　社会福祉協議会 443 73.2% 問６（複数回答可） 　ｎ＝605 人 ％

２　地域包括支援センター 364 60.2% １　町内会、自治会の活動（清掃活動、お祭りなど） 475 78.5% 11　その他の活動（具体的に） 12 2.0%

３　子育て支援センター 327 54.0% ２　災害発生に備えた助け合いの訓練 300 49.6% 12　分からない 48 7.9%

４　静岡県ひきこもり支援センター 89 14.7% ３　犯罪被害を未然に防ぐための活動 29 4.8% 13　強化する必要はない 47 7.8%

５　民生委員・児童委員 362 59.8% ４　高齢者や子どもなどへの日常的な声かけや見守り活動 80 13.2%

６　保健所、保健センター 373 61.7% ５　高齢者や子育てサロン、子ども食堂などの活動 34 5.6% 問８（回答数１） 　　ｎ＝605 人 ％

７　全て知らない 35 5.8% １　現在参加しており、今後参加する時間を増やしたい 32 5.3%

２　現在参加しており、今後も同程度に参加したい 255 42.1%

問４（回答数１）　　　ｎ＝605 人 ％ ７　高齢者世帯や・障害者世帯への友愛訪問や慰問活動 7 1.2% ３　現在参加していないが、今後は参加したい 158 26.1%

１　家族同様の付き合い 8 1.3% ８　子育てサークル、子どもの学習支援などの活動 37 6.1% ４　現在参加しているが、今後参加を減らすつもり 53 8.8%

２　困ったときに助け合う程度の付き合い 102 16.9% ９　子ども会やPTAなど児童、青少年に関する活動 153 25.3% ５　現在参加しておらず、今後も参加するつもりはない 107 17.7%

問８-２（複数回答可）　　ｎ＝445 人 ％

４　あいさつする程度の付き合い 261 43.1% 11　その他の活動（具体的に） 14 2.3% １　地域貢献したいから 125 28.1%

５　付き合いがない 23 3.8% 12　参加したことはない 94 15.5%

問６-２（回答数１）　　ｎ＝511 人 ％ ３　時間に余裕がある（今後、時間の余裕がもてる）から 54 12.1%

１　ほとんど毎日 14 2.7% ４　生きがいづくり、健康づくりのため 92 20.7%

２　週に１回 21 4.1% ５　自己啓発や自らの成長のため 82 18.4%

３　月に２～３回 62 12.1% ６　人とのつながりを作るため 216 48.5%

４　月に１回 81 15.9% ７　自分や家族も地域で支えられて生きていきたいから 160 36.0%

５　年数回 333 65.2% ８　その他（具体的に） 17 3.8%

２ 地域に必要な活動（誰かがやらないとならない活動）だ
から

260 58.4%

６ 家事・軽作業等の日常生活を支える活動（買い物、掃
除、洗濯、草取り等）

126 20.8%

10 福祉教育、趣味などの生きがいづくり、スポーツに関す
る活動

133 22.0%

19 3.1%

10 福祉教育、趣味などの生きがいづくり、スポーツに関す
る活動

75 12.4%

43 7.1%

10 福祉教育、趣味などの生きがいづくり、スポーツに関す
る活動

138 22.8%

３ 義理を欠かさない程度の付き合い（冠婚葬祭の祝儀、不
祝儀の提供など）

211 34.9%

６ 家事・軽作業等の日常生活を支える活動（買い物、掃
除、洗濯、草取り等）

６ 家事・軽作業等の日常生活を支える活動（買い物、掃
除、洗濯、草取り等）

職業

回答者数： 605人（回答率：89.8％）

性別

年代

住所



○森林（もり）づくり県民税に関するアンケート

問８－３（回答数１）　　ｎ＝445 人 ％ 問１（回答数１）　　ｎ＝605 人 ％

１　ほとんど毎日 8 1.8% １　知っている 143 23.6%

２　週に１回 45 10.1% ２　聞いたことはあるが、内容は詳しくは知らない 116 19.2%

３　月に２～３回 88 19.8% ３　知らない 346 57.2%

４　月に１回 119 26.7%

５　年数回 185 41.6% 問１-２（複数回答可）　　ｎ＝259 人 ％

１　県のホームページ 55 21.2%

問８－４（複数回答可）　　ｎ＝160 人 ％ ２　県民だより 191 73.7%

１　体調、体力に不安がある 44 27.5% ３　市町の広報誌 50 19.3%

２　忙しい、忙しくなる 84 52.5% ４　テレビ、ラジオ 31 12.0%

３　金銭的に余裕がない 18 11.3% ５　新聞 53 20.5%

４　参加方法がわからない 13 8.1% ６　イベント 6 2.3%

５　興味がない 36 22.5%

６　地域の人間関係がわずらわしい 53 33.1%

７　その他（具体的に） 11 6.9% ８　その他（具体的に） 16 6.2%

問９（回答数１）　　　ｎ＝605 人 ％ 問２（回答数１）　　　ｎ＝605 人 ％

１　家族や親戚でできるだけ対応すべき 50 8.3% １　知っていた 114 18.8%

２　国、県、市町といった行政が担うべき 94 15.5% ２　聞いたことはあるが、内容は詳しくは知らなかった 131 21.7%

３　知らなかった 360 59.5%

問３（回答数１）　　　ｎ＝605 人 ％

１　賛成である 429 70.9%

５　分からない 55 9.1% ２　反対である 31 5.1%

３　わからない 145 24.0%

問10（複数回答可）　　　ｎ＝605 人 ％

１　市町の広報誌やホームページ 441 72.9% 問３-２（回答数１）　　　ｎ＝31 人 ％

２　町内会の回覧板 415 68.6% １　荒廃している森林は、自然のままにしておけば良い 2 6.5%

３　社会福祉協議会（社協）の広報誌 136 22.5%

４　テレビ、ラジオ 113 18.7%

５　新聞、雑誌 128 21.2% ３　森林所有者が責任を持って再生すべきである 12 38.7%

６　ＳＮＳ（Twitter、Facebook等） 40 6.6% ４　その他（具体的に） 5 16.1%

７　知人、友人からの口コミ 70 11.6%

８　情報の入手方法が分からない 13 2.1% 問４（回答数１）　　　ｎ＝605 人 ％

９　情報を入手しようとしたことがない 32 5.3% １　高い 67 11.1%

10　その他（具体的に） 7 1.2% ２　妥当 271 44.8%

３　安い 72 11.9%

４　分からない 185 30.6%

５　その他（具体的に） 10 1.7%

７ ポスターやリーフレット（未来へつなげよう「森の力」
など）

16 6.2%

２ 荒廃している森林は、既存の事業の中で整備を行うべき
である

12 38.7%

108 17.9%

４ 行政や福祉のサービス事業者、住民などが協力しなが
ら、地域で支え合うべき

298 49.3%

３ 国、県、市町といった行政と福祉サービスの民間事業者
が担うべき


